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栃木農試研報No23：105〜112（1�p7）

イチゴの促成作型確立に関する研究

第1報

花芽分化期前後の葉柄中の硝酸態窒素濃度が

　　　花成並びに収量に及ぼす影響※

川里宏・中枝健

　　　　1　緒　　　　言

　最近のイチゴ栽培は作型の組合せによって栽

培面積を増加させるとともに，出荷期間の拡大

と労力分散がはかられている．このような状況

下でダナーや宝交早生の促成裁培が増加しつつ

あるが，これらの品種は従来の促成用品種であ

る福羽，紅鶴などと異なり花芽分化が比較的お

そいので，花成促進技術が改めて問題になって

きている．

　すでにイチゴの花芽の分化と発育については，

多くの研究がありその成果としてしゃ光，短日

処理，断根あるいは高冷地育苗などの技術が実

用化されている．しかしながら，花成に及ぼす

養分，とくに窒素の影響については早くから指

摘され，1’鍋11’1瓢24）穂肥あるいは秋肥の重要性

が銘1軌21）認められているにもかかわらず，花芽

分化期前後の窒素施肥に関する研究は少なく，

育苗管理上の問題を残している．一般に野菜類

の葉柄柔組織は硝酸態窒素（以下NO3−Nと略

記）の貯蔵場所と考えられ，多くの場合体内窒

素濃度と高い相関があることが知られている興7）

　この点から秋期のイチゴ葉柄中のNO3−N濃

度を測定することにより，花成，生育，収量に

及ぼす窒素の影響を検討し，この時期における

体内窒素濃度調節の重要性を確認すると共に，

栽培上好ましいと考えられる時期別の葉柄中

NO、一N濃度を考察したので報告する．

　　　II　材料及び方法

1．　硝酸態窒素の測定条件に関する2，3

　　の調査

イチゴ葉柄中のNO、一N濃度の測定例は少な

いので測定上問題となる2，3の点について調

査を行った．供試品種はダナーで，調査は1976

年8月から11月にかけて行った．

　NO，一N濃度の測定は成熟葉の葉柄中央部を

細切混合し生体3gを磨砕，2％酢酸液で浸出

後フェノール硫酸法8）で行ない生体中の含有率

で示した．全窒素にっいては試料を風乾後テク

ニコン社のオートアナライザーで測定した．

　葉柄中のNO，一N濃度と葉身及び葉柄中の全

窒素濃度との関係については「花芽分化期にお

ける窒素の影響試験」の試験区より10月7日に

各区20株から各1葉をとり分析した．

　葉令とKOゴN濃度の関係については育苗中

の苗を用い10月2日に10株より各1葉をとり調

査した．葉令は外観上より第2表に示す5段階

に分けた．

　日照の影響を知るため11月9日から13日まで

黒寒冷しゃ（600番）2枚で約100株を対象に

苗床をトンネル状に被ふくし，被ふく当日，2

日目，4日目に10株より各1葉の成熟葉をとり

調査を行った．NO3−N濃度の日変化について

は10月7日（晴天日）に日中4回にわたり10株

より各1葉の成熟葉をとり調査に供した．

　2．　花芽分化期前後における窒素の影響

　1976年7月中旬に採苗したダナーをa当たり

リン硝安カリ6．3kg（株あたり窒素0．45，リン

酸0．34，カリ0．49g）を施肥して標準的に育苗

し8月19日に定植した．定植は幅1．Omの平床

に20×25cmの間隔に行い，11月1日から保温を

開始し夜温は10℃を維持した．基肥として株当

たりリン硝安カリ4g（窒素0．64，リン酸0．4，

カリ0．56g）を施肥した．

※　本報告の要旨は園芸学会春季大会（1977年4月3日）において発表した．

一IO5一

�





